
と
あ
り
、
必
須
外
国
語
は
英
語
の
象
と
再
転
し
た
。

③
独
逸
語
学
の
再
興
⑦

是
に
お
い
て
大
学
は
評
議
会
を
開
き
医
科
に
至
る
ま
で
皆
英
語
を

用
い
て
教
授
す
る
こ
と
に
一
決
し
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
廿
二
年
森
有

礼
文
部
大
臣
が
遭
難
し
、
榎
本
武
揚
氏
そ
の
後
任
に
な
っ
て
か
ら
前

達
を
取
り
消
す
旨
を
高
等
中
学
校
に
達
せ
ら
れ
た
の
で
従
来
通
り
の

外
国
語
に
よ
っ
て
就
学
可
能
と
な
っ
た
。

①
中
野
操
皇
国
医
事
大
年
表
一
九
八
頁

②
原
口
忠
男
日
本
医
史
学
雑
誌
二
六
巻
三
号
六
三
頁

③
阿
知
波
五
郎
第
六
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
特
別
講
演
（
四
）
七
⑧

④
蒲
原
宏
整
形
外
科
一
三
巻
一
二
号
九
四
六
頁

⑤
閃
國
巨
〕
国
．
冒
旦
○
寓
少
国
曽
。
曼
呉
冒
巳
旨
冒
の
。
旬
忠

⑥
○
・
国
．
乏
凹
品
の
昌
巽
８
漫
騨
切
巳
．
芝
四
侭
①
凰
言
⑦
ロ
自
胃
民
需
９
．

ｍ
戸
巨
瞬
⑦
乾
く
も
．
、
『
⑭

⑦
東
京
医
事
新
誌
明
治
二
三
年
（
上
）
五
七
○
頁

私
立
医
学
校
済
生
学
舎
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
四
月
、
長

谷
川
泰
が
本
郷
元
町
一
丁
目
の
自
宅
に
開
い
た
医
学
私
塾
で
あ
る

（
た
だ
し
外
塾
は
水
道
橋
）
。
長
谷
川
は
越
後
の
人
、
佐
倉
順
天
堂
に
学

び
、
維
新
後
東
京
医
学
校
に
出
仕
し
、
佐
藤
尚
中
致
仕
の
あ
と
も
尚

中
門
最
後
の
一
人
と
し
て
五
年
九
月
東
京
医
学
校
校
長
心
得
と
な
っ

た
。

今
般
医
学
私
塾
を
開
き
教
員
を
設
け
解
剖
生
理
病
理
薬
剤
お
よ

び
内
外
諸
科
を
教
授
せ
ん
と
す
る
有
志
の
諸
君
は
来
る
三
月
二

十
五
日
迄
に
御
申
込
可
有
之

月
謝
一
円
束
修
一
円
五
十
銭

但
し
当
分
の
と
こ
ろ
寄
宿
生
徒
は
二
十
五
名
を
限
り
其
余
は
通

学
（
開
業
広
告
九
年
二
月
、
郵
便
報
知
第
九
二
号
）

言
う
ま
で
も
な
く
、
済
生
学
舎
は
明
治
期
を
通
じ
て
最
大
の
私
立

私
立
医
学
校
済
生
学
舎
の
こ
と神

谷
昭
典
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医
学
校
で
、
明
治
三
六
年
八
月
三
一
日
の
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
廃
校
に

至
る
ま
で
、
入
学
者
二
一
、
四
九
四
人
、
医
術
開
業
試
験
前
期
お
よ

び
後
期
合
格
者
九
、
六
二
八
人
、
東
京
以
外
で
開
業
試
験
に
合
格
し

た
者
二
千
余
人
、
全
国
開
業
医
の
半
ば
に
達
し
た
と
い
う
。
（
廃
校
広

告
明
治
三
六
年
八
月
、
郵
便
報
知
）

そ
う
し
て
済
生
学
舎
は
、
「
現
代
か
ら
見
る
と
、
ま
る
で
お
伽
ぱ

な
し
に
で
も
あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
位
に
、
変
っ
た
学
校
で
あ
っ

た
」
（
和
田
正
系
）
と
さ
れ
る
。
そ
の
〃
変
っ
た
〃
点
の
中
心
は
、
学

生
の
入
学
資
格
、
入
学
時
期
の
一
切
を
問
わ
ず
、
学
生
は
聴
講
料
を

払
っ
て
医
術
開
業
試
験
六
科
の
講
義
を
必
要
に
応
じ
て
選
択
聴
講
す

る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

こ
れ
は
当
時
医
学
に
次
い
で
多
く
の
書
生
を
集
め
て
い
た
私
立
法

律
学
校
に
も
共
通
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
騨
畠
胃
①

８
房
鴨
（
京
都
帝
大
法
学
部
と
立
命
館
の
如
き
）
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
な

ど
大
陸
系
大
学
の
自
由
就
学
制
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
よ
う
。
い
わ

ゆ
る
↑
闇
⑦
昌
守
＆
］
骨
匡
己
胃
言
胃
夢
島
》
》
と
い
う
ド
イ
ツ
大
学
制

度
の
日
本
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
ろ
官
立
モ
デ
ル
の
東
京
医
学
枝
（
ｌ
東
京
大
学
医
学
部
）
は
、

プ
ロ
シ
ャ
陸
軍
軍
医
学
校
願
冨
己
の
月
を
模
し
て
鋭
意
学
制
改
革
中

で
あ
っ
た
。
独
医
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
通
訳
官
三
宅
秀
の
い
う
「
当
時
の

ド
イ
ツ
式
自
由
教
育
制
度
を
と
ら
ず
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
陸
軍
軍
医

学
校
の
厳
格
な
る
教
則
に
準
じ
：
…
・
」
が
こ
れ
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
近
代
医
学
教
育
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い

ご
己
ぐ
。
風
国
“
の
伝
統
を
引
く
私
学
モ
デ
ル
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ

る
骨
。
爾
名
”
ｏ
旨
冨
の
系
譜
を
引
く
官
学
モ
デ
ル
と
に
類
型
化
で

き
る
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
済
生
学
舎
の
学
則
は
一
二
年
の
「
医
師
試
験
規
則
」
の
改

正
に
あ
わ
せ
、
か
つ
失
火
に
よ
る
全
焼
、
再
建
を
経
て
、
一
三
年
や

や
整
備
し
た
も
の
と
な
り
、
ま
た
一
六
年
の
本
格
的
な
医
術
開
業
試

験
規
則
施
行
を
目
前
に
し
て
、
湯
島
四
丁
目
の
一
、
三
二
○
坪
の
校

地
に
新
築
移
転
し
、
〃
東
京
医
学
専
門
学
校
済
生
学
舎
″
と
称
し
た
。

こ
の
改
称
は
一
三
年
の
「
医
学
校
通
則
」
と
一
五
年
の
太
政
官
布
達

四
号
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
則
と
布
達
に
よ
り
医
学
校
は

医
術
開
業
試
験
を
要
し
な
い
甲
種
と
、
試
験
を
要
す
る
乙
種
に
区
分

け
さ
れ
、
甲
種
医
学
校
の
指
定
要
件
に
は
医
学
士
三
名
の
雇
庸
が
要

求
さ
れ
た
。
済
生
学
舎
（
乙
種
）
の
如
き
私
立
医
学
校
が
、
試
験
免

除
の
特
典
を
取
る
か
、
創
業
の
精
神
を
守
る
か
で
苦
慮
す
る
時
代
の

開
始
で
あ
る
。
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長
谷
川
は
、
既
に
明
治
二
二
年
、
二
万
三
千
円
を
投
じ
て
本
郷
真

砂
町
の
府
立
梅
毒
病
院
跡
地
を
入
手
し
、
済
生
学
舎
門
柱
に
は
「
東

そ
の
済
生
学
舎
を
、

ぱ
な
ら
な
か
っ
た
か
。

入
沢
達
吉
は
、
長
谷
川
が
文
部
省
に
む
り
難
題
を
ふ
っ
か
け
て
専

門
学
校
と
し
て
認
可
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
結
局
金
を
出
し
借
し

済
生
学
舎
は
二
○
年
に
薬
学
科
を
増
設
、
二
四
年
か
ら
は
顕
微
鏡

実
習
、
外
科
的
実
地
演
習
な
ど
も
始
ま
り
、
二
六
年
か
ら
は
廃
校
に

至
る
ま
で
一
○
年
間
、
全
一
二
八
号
に
わ
た
っ
て
月
刊
学
術
雑
誌

「
済
生
学
舎
医
事
新
報
」
を
発
行
し
た
。

ま
た
明
治
一
七
年
、
愛
知
県
西
尾
市
出
身
の
高
橋
瑞
子
に
よ
っ

て
、
済
生
学
舎
の
門
が
女
性
に
初
め
て
開
か
れ
た
こ
と
も
特
筆
し
て

ん
だ
の
だ
と
い
う
。

長
谷
川
自
身
は
、

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
で
あ
る
。

憤
然
自
ら
生
徒
を
謝
し
て
学
舎
を
閉
づ
。
（
北
越
詩
話
）

文
部
省
、
令
を
発
し
て
私
当

蘇
山
之
を
争
へ
ど
も
得
ず
。

令
を
発
し
て
私
学
を
拘
束
す
。

明
治
三
六
年
、
長
谷
川
は
な
ぜ
投
げ
出
さ
ね

京
大
学
設
立
事
務
所
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
た
。

の
ち
に
長
谷
川
を
し
て
、
〃
二
八
年
間
培
養
し
た
る
一
人
息
子
を

九
寸
五
分
で
刺
殺
し
た
る
心
境
川
と
言
わ
し
め
た
済
生
学
舎
廃
止
の

事
情
を
究
明
す
る
。

（
中
京
女
子
大
学
）
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